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 特　集

遺跡の保護にご協力を ･･････････････
循環型社会の形成を目指して ････････
●市　政／ 図表で見る市の財政 ほか･･････････

●話　題／ たか丸くんが行く!!、弘前写真館 ほか････

●お知らせ／ 催し、教室など ･･･････････････

●健　康／ 健康ですか ほか ･････････････････

■苗、ちょーだい !!

　５月18日、自得小学校（鬼沢字菖蒲
沢）で全校児童84人が田植えに挑戦。
　児童たちは、農協の指導員から苗の

植え方を教わった後、早速、田んぼに

入ると、ぬかるみに苦戦しつつも、楽

しみながらもち米の苗を丁寧に植えま

した。

Ｐ.４
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弘前市役所弘前市役所弘前市役所

岩木庁舎岩木庁舎岩木庁舎

相馬庁舎

岩木山

７
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３
２

１

遺
跡
遺
跡
の

    
保
護
保
護
に

    
ご
協
力
を

ご
協
力
を

遺
跡
の

  
保
護
に

  
ご
協
力
を

市
内
に
点
在
す
る
遺
跡
は

先
人
の
生
き
た
証　
　
　

　

市
内
に
は
、
約
１
万
３
０
０
０

年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代
を
は
じ

め
、
狩
猟
・
採
集
・
漁
労
を
な
り

わ
い
と
す
る
縄
文
時
代
、
稲
作
が

行
わ
れ
た
弥
生
時
代
、
奈
良
・
平

安
時
代
、
戦
国
時
代
、
幕
藩
体
制

下
の
江
戸
時
代
な
ど
各
時
代
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
が
４

２
２
カ
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
先
人
が
残

し
た
跡
や
土
器
な
ど
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
歴
史
を
ひ
も
と
く
上
で
の

貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

文
字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
時

代
は
も
と
よ
り
、
文
献
が
存

在
す
る
時
代
で
あ
っ
て
も
、

金箔押しの武具

　津軽為信が津軽統一の際に築城した、本郭

と二の郭で構成される城跡です。発掘調査で

は、本郭外堀跡から、ヒバや杉を五～七角形

に加工した橋脚が７本と、当時使用されてい

た陶磁器やはし、げたなどが発見されていま

す。
橋　脚

　大浦為信（後の津軽為信）の居城で、本丸・

二の丸・三の丸など６つの郭（くるわ）で構

成される城跡と考えられています。発掘調査

では中世遺物のほかに、東北でも珍しい平安

時代の八稜鏡（はちりょうきょう）が出土し

ています。出土遺物は中央公民館岩木館（賀

田１丁目）で見学できます。 八稜鏡

　津軽為信が津軽統一後の本拠とした城跡で、関ヶ原の合戦にも、ここから

　主に平安時代の集落跡で、県内では非常に

珍しい「馬の線刻画（せんこくが）土器」や、

朝廷の役人がベルトの装飾とした石帯（せき

たい）も出土し、朝廷との関わりを示す貴重

な遺物が出土しています。

馬の線刻画土器

　日本最北の弥生時代の水田跡が発見された

遺跡で、調査の結果、水田耕作とともに、狩

猟も盛んに行われていたことが分かりまし

た。

　出土遺物は砂沢式土器と呼ばれ、重要文化

財に指定されており、藤田記念庭園考古館で

見学できます。 水田跡

　主に縄文時代中期末葉の集落跡で、発掘調

査では竪穴住居跡３軒のほか、土偶や石鏃（せ

きぞく・石のやじり）などが出土しています。

昭和 53年には畑の耕作中にヒスイの大珠（た

いしゅ）も発見され、これらの遺物は中央公

民館相馬館（五所字野沢）で見学できます。

出陣しました。平成 10 年度から継続してい

る発掘調査では、本丸から礎石建物跡が、内

堀からは橋の跡や金箔（ぱく）押しの武具の

一部などの貴重な遺物が発見されています。

　金箔押し武具以外の平成 21 年度に出土し

た遺物は、旧弘前市立図書館（下白銀町、追

手門広場内）で見学できます。

イノシシ型土製品

　今から約 4,000 年～ 3,000 年前の縄文時代

後期の集落跡で、土器や石器とともに、背中の

毛が逆立っているなど写実的に作られた「イ

ノシシ形土製品」も出土しています。

　「イノシシ形土製品」は市立博物館（下白銀

町）の特別時に、そのほかの出土遺物は藤田記

念庭園考古館（上白銀町）で見学できます。

ヒスイ大珠（個人蔵）

支
配
階
級
層
以
外
の
人
た

ち
の
文
化
や
生
活
を
知
る

上
で
の
重
要
な
資
料
と
い

え
ま
す
。

　地図上の①～⑦は

市内で見つかった主

な遺跡の場所を示し

ています（詳細は左

ページに掲載）。

貴
重
な
遺
跡
の
保
護
の
た
め

現
状
変
更
時
は
届
け
出
を　

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
内
で
は
、
掘
削

を
伴
っ
た
土
地
の
現
状
変
更
（
建

物
の
建
設
や
宅
地
・
り
ん
ご
園
の

造
成
、
重
機
に
よ
る
植
え
替
え
な

ど
）
を
行
う
場
合
、
実
施
す
る
60

日
前
ま
で
に
文
化
財
保
護
法
に
規

定
さ
れ
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
遺
跡
へ
の

影
響
を
確
認
す
る
発
掘
調
査
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
を
変
更
す
る
計
画
が
あ
る

場
合
は
、
事
前
に
遺
跡
へ
の
該
当

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遺
跡
の
位
置
を
示
し
た
地
図

は
、
文
化
財
保
護
課
（
岩
木
庁
舎

３
階
）
の
ほ
か
、
各
出
張
所
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

▲

平
成
20
年
に
行
わ
れ
た
堀
越
城

跡
現
地
説
明
会

▽
問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
保
護

課
埋
蔵
文
化
財
係
（
☎
82
・
１
６

４
２
）

②十腰内（二）遺跡

①湯口長根遺跡（湯口字一ノ下り山）

（十腰内字猿沢）

③砂沢遺跡（三和字下池神）

④笹森館遺跡（独狐字石田）

⑤大浦城跡（五代字早稲田）

⑥福村城跡（福村字新舘添）

⑦堀越城跡（堀越字柏田）

＝
紹
介
し
て
い
る
遺
跡

＝
周
囲
に
点
在
し
て
い
る
そ
の
ほ
か
の
遺
跡

相馬小
相馬中相馬中相馬中

そうまそうま
ロマントピアロマントピア
スキー場スキー場

そうま
ロマントピア
スキー場

修斉小修斉小修斉小

伝次森山伝次森山

巌鬼山神社巌鬼山神社巌鬼山神社

伝

砂沢溜池砂沢溜池砂沢溜池

三和小三和小三和小

後
長
根
川

三省小三省小三省小

とっこ保育園とっこ保育園とっこ保育園

岩木小

岩木庁舎岩木庁舎岩木庁舎

津軽中津軽中津軽中

大浦保育所大浦保育所大浦保育所

後長根川後長根川後長根川

福村小

保育園みのり保育園みのり

平川平川平川

前川前川前川
堀越
保育園

奥羽本線奥羽本線奥羽本線

堀越小
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分
別
の
見
直
し
内
容

　

市
で
は
、
ご
み
分
別
に
か
か
わ

る
市
民
の
負
担
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
ご
み
処
理
の
費
用
対
効
果
を

高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
、
12
分
別
だ
っ

た
家
庭
ご
み
を
９
分
別
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

そ
の
変
更
内
容
は
、
ガ
ラ
ス
び

ん
を
「
無
色
」「
茶
色
」「
そ
の
他

の
色
」
の
３
分
別
か
ら
、「
ガ
ラ

ス
び
ん
」
に
統
合
し
た
こ
と
、「
そ

の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
を
「
燃

や
せ
る
ご
み
」
に
変
更
し
、「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
素
材
の
み
を「
燃
や
せ
る
ご
み
」

に
変
更
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

ご
み
の
排
出
量

　

分
別
の
変
更
に
伴
う
家
庭
系
ご

み
量
を
平
成
19
年
度
と
20
年
度
で

比
較
す
る
と
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

は
分
別
変
更
に
よ
り
「
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

が
加
わ
っ
た
た
め
、
４
万
７
９
４

㌧
か
ら
４
万
３
２
０
０
㌧
に
２
４

０
６
㌧
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
が
「
燃
や
せ

る
ご
み
」
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
３
３
２
７
㌧
か
ら
２
０

３
７
㌧
に
１
２
９
０
㌧
減
少
し
、

ま
た
、「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
が
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
変

更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
２
０
７

６
㌧
が
そ
の
ま
ま
減
量
と
な
り
ま

し
た
。

　

結
果
的
に
分
別
変
更
に
関
係
す

る
項
目
の
ご
み
量
は
、
差
し
引
き

９
６
０
㌧
減
少
し
て
い
ま
す
。

※
上
記
グ
ラ
フ
参
照
。

経
費
節
減
効
果

　

市
で
は
、
９
分
別
に
変
更
す
る

こ
と
に
よ
る
財
政
面
で
の
節
減
効

果
額
を
、
平
成
19
年
度
と
20
年
度

の
予
算
額
ベ
ー
ス
で
比
較
し
て
約

７
８
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
各
年
度
の
決
算
額
ベ

ー
ス
で
検
証
し
た
結
果
、
ご
み
収

集
関
係
費
用
で
は
「
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
収
集
が
な
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
約
６
０
０
０

万
円
節
減
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

関
係
で
も
「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
の
処
理
が
な
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
約
１
４
０
０
万
円
が

節
減
さ
れ
、
合
計
で
７
４
０
０
万

円
の
節
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
試
算
額
を
４
０
０
万
円

下
回
っ
た
の
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん
の

収
集
量
が
増
え
た
こ
と
や
ガ
ラ
ス

び
ん
の
分
別
に
か
か
わ
る
人
件
費

が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

当
市
の
平
成
20
年
度
一
般
会
計

決
算
額
６
６
９
億
３
３
万
円
の
う

ち
、
ご
み
処
理
費
は
30
億
８
０
９

７
万
円
（
構
成
比
４
・
６
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
年
間
１
人
当
た
り

の
ご
み
処
理
費
は
１
万
６
５
７
７

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
を
削
減
し
、
経

費
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

当
市
の
ご
み
の
現
状

　

当
市
の
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量

は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
１
人

１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、

平
成
19
年
度
が
１
３
１
７
㌘
、
20

年
度
が
１
２
９
７
㌘
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
の
減
量
化

に
対
す
る
市
民
皆
さ
ん
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
表
れ
と
い
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
同
じ
平
成
19
年
度
の

排
出
量
で
も
、
全
国
平
均
の
１
０

８
９
㌘
や
青
森
県
平
均
の
１
１
０

４
㌘
と
比
較
す
る
と
、
依
然
と
し

て
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
最
も
身
近
な
ご

み
が
生
ご
み
で
す
が
、
燃
や
せ
る

ご
み
に
出
さ
ず
に
、
生
ご
み
処
理

容
器
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

で
堆
肥
（
た
い
ひ
）
化
す
る
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
古
新
聞
な
ど
は
燃
や
せ

る
ご
み
に
出
さ
ず
、
再
生
資
源
回

収
運
動
や
新
聞
・
雑
が
み
類
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
し
、

食
品
ト
レ
ー
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
店
頭

回
収
を
利
用

す
る
な
ど
、

リ
サ
イ
ク
ル

を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
（トン）

平成 18 年度
53,275 トン

平成 19 年度
51,496 トン

平成 20 年度
50,218 トン

家庭系ごみの年間排出量

47,382

41,687

3,630
2,037 3,503

5,6915,893
3,327

43,200
40,794

45,805 46,715

2,0762,076

一般ごみ

容器包装ごみ

燃やせるごみ

燃やせないごみ

その他プラスチック

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

に
ご
協
力
を　
　
　
　

　

ご
み
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ

と
も
当
然
大
切

で
す
が
、
基
本

的
に
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た

め
、
私
た
ち
が
身
近
な
暮
ら
し
の

中
で
で
き
る
次
の
「
３
Ｒ
」
を
参

考
に
、
ご
み
の
排
出
量
削
減
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。　マイバッグやマイ

はしを持参したり、
食べ残したりしない

ＲＥＤＵＣＥ
リデュース

はじめに発生抑制

　修理できる製品
は修理し、使える
ものは繰り返し使
う

　再使用できなくな
ったものは、原料と
し、再び資源として
利用する

ＲＥＵSＥ
リユース

大事に再利用

ＲＥＣＹCＬＥ
リサイクル

最後は再資源化

　

ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の
有
効
活
用
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
循
環
型
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
☎
35
・
１
１
３
０
）
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市債の状況 市債残高合計 １，５９３億８，２６０万円

市民一人当たり

一世帯当たり

（平成２２年３月３１日現在）

土　　木
教　　育
公営住宅
総　　務
農林水産
衛　　生
商　　工
民　　生
給　　食
そ の 他

（２７８億６，４６６万円）
（１１７億９，１１２万円）
（　４６億３，４２７万円）
（　４５億７，９８０万円）
（　３４億６，２４６万円）
（　２０億 ７９８万円）
（　１２億１，２４２万円）
（　１１億６，４２９万円）
（　１０億９，９９３万円）
（２２５億９，９３４万円）

８７万円

２１０万円

８０４億１,６２７万円

７８９億６,６３３万円

一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

下水会計（５７０億２，６８５万円）

（１９６億４，１１５万円）

（　２２億９，８３３万円）

水道会計

病院会計

一般
 会計
一般
 会計

●市民税や固定資産税・たばこ税

など、皆さまからの税金

●特別会計は、特定の事業を行う場合

に、条例などによって設置され、一般

会計と分けて経理されるものです。

特別会計

図表で見る図表で見る 市の財政
　市の財政状況は、毎年６月と１２月の２

回、本紙で公表しています。平成２１年度

の予算執行状況を中心にお知らせします

（金額は１万円未満を四捨五入）。

　詳しい内容は、総務財政課財政係（☎

35・1110）へお問い合わせください。

財 政 特 集

●子どもやお年寄り、障害者への福祉

などに要する経費

●借入金の返済に要する経費

●市役所全体の仕事、戸籍や選挙など

に要する経費

●道路や公園、区画整理やまちづくり

に要する経費

●市役所全体の仕事 戸籍や選挙など

●小・中学校の教育施設や文化の向上

などに要する経費

●健康診断や予防接種、ゴミの回収処

理などに要する経費

●商業や工業の振興、公園の維持など

に要する経費

●消防や救急、防災などに要する経費

●農産物の生産性向上や農村の整備な

どに要する経費

●雇用の奨励や働く人たちの福祉など

に要する経費

●議会費、災害復旧費、予備費

●市民税や固定資産税・たばこ税

●所得税などの一部から、市の財政

状況に応じて国から交付されるお金

●国庫補助金など、市の特定事業

のために国から支出されるお金

●財務省や金融機関からの借入金

●県補助金など、市の特定事業の

ために県から支出されるお金

●市の施設などの使用料や住民票

発行などの手数料

●特定の事業の経費に充てるため、

その事業の受益者などからのお金

●前年度から次の年度へ持ち越し

たお金

●基金から繰り入れるお金

●地方譲与税、地方消費税交付金など

平成２１年度　歳入歳出予算の執行状況 平成２２年３月３１日現在
２０年度からの繰越分を含む

その他

労働費

農林水
産業費

消防費

商工費

衛生費

土木費

総務費

教育費

民生費
２１５億９,４２０万円（８５.２％）２１５億９,４２０万円（８５.２％）２１５億９,４２０万円（８５.２％）

２５３億４,５１３万円２５３億４,５１３万円２５３億４,５１３万円

７３億１,９２３万円（６７.３％）

７０億９,１３９万円（８０.５％）

５８億６,７０８万円（８９.５％）

３３億８,０３１万円（８４.７％）

２３億１,５６８万円（９５.２％）

１６億８６７万円（８５.１％）

２億５,９８５万円（７９.０％）

４億１,１１２万円（９６.２％）

１０８億８,１９８万円

９５億９,７０５万円（９９.９％）

９６億２００万円

８８億５７１万円

公債費

９１億６,９９２万円（９４.１％）

９７億４,８１７万円

６５億５,６２５万円

３９億８,９７０万円

２４億３,３１８万円

１８億９,０４１万円

３億２,８８２万円

４億２,７２４万円

予算現額
８００億 ８５９万円

支出済額（執行率）
６８６億１,４５０万円
（８５.８％）

歳
出

０（億円）５０ １００ １５０ ２００ ３００２５０

●
市
債
と
は
、
市
が
多
額
の
経
費
を
要
す
る
事

業
を
行
う
場
合
に
、
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
を

す
る
も
の
で
、
そ
の
借
入
金
を
財
源
と
し
て
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
こ
の
借
入
金
は
、
長
期
に
わ
た
り
計
画
的
に

返
済
を
行
う
こ
と
か
ら
、
世
代
間
の
公
平
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

一時借入金
残高の状況

●一時借入金と

は、一時的に支

払資金が不足す

る場合に、年度

内に返済するこ

とを条件に、金

融機関などから

借り入れる資金

のことです。

平成２２年３月３１日現在

２５億４,２２１万円

平成２２年３月３１日現在平成２１年度　歳入歳出予算の執行状況

※執行状況は、出納整理期間（未収・未払いの整理を行う平成２２年４月１日から
５月３１日まで）の収入・支出は含みません。

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

老 人 保 健

介 護 保 険

岩木観光施設事業

２２７億５,７８２万円

１６億３,３５２万円

１億５,０１７万円

１５４億７,４８１万円

　７億７,１５４万円

１６９億９,７８２万円

１４億３,２５５万円

１億 ３７６万円

１２２億９,６３９万円

３,１４５万円

７４.７％

８７.７％

６９.１％

７９.５％

４.１％

１９１億 ３７５万円

１５億 ６２２万円

９,,９１５万円

１４１億５,１３１万円

７億５,９５２万円

８３.９％

９２.２％

６６..０％

９１.４％

９８..４％

会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

その他

繰越金

分担金及び
負担金

使用料及び
手数料

繰入金

県支出金

市債

国庫支出金

市税

地方交付税

１９２億３４２万円（９７.９％）１９２億３４２万円（９７.９％）１９２億３４２万円（９７.９％）

２０３億１,１９３万円（１０２.１％）２０３億１,１９３万円（１０２.１％）２０３億１,１９３万円（１０２.１％）

１９９億１７３万円１９９億１７３万円１９９億１７３万円

１９６億２,１４１万円１９６億２,１４１万円１９６億２,１４１万円

１５０億７,７４１万円（８７.２％）１５０億７,７４１万円（８７.２％）１５０億７,７４１万円（８７.２％）

３１億５,３６０万円（４３.６％）

３４億５,２８６万円（６６.０％）

６,３０９万円（３.９％）

１１億８,７１４万円（１０３.７％）

９億６,２２８万円（８９.３％）

１７２億９,７０４万円１７２億９,７０４万円１７２億９,７０４万円

７２億２,８００万円

５２億３,４３３万円

１６億２,３１７万円

１１億４,５２７万円

１０億７,７９０万円

５億７,６９６万円（１００.０％）

５億７,６９６万円

６１億９,４５４万円（９８.３％）

６３億２７８万円

予算現額
８００億 ８５９万円

収入済額（収入率）
７０１億８,３２３万円
（８７.７％）

歳
入

３００ ０（億円）５０１００１５０２００２５０

※執行状況は、出納整理期間（未収・未払いの整理を行う平成２２年４月１日から

５月３１日まで）の収入・支出は含みません。

市有財産

土　　地

うち山林

建　　物

有価証券

出資による権利

債　　権

基　　金

　現　金

　国　債

　立　木

　土地等

自動車

※平成２２年３月３１日現在。病院、水道、下水道を除く

●市所有の建物や土地のほか、特定の目
的のために積み立てる基金などの財産



8…　広報ひろさき　平成２２年６月１日号9

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

上水道事業収益 37億 7,405 万円 38 億 1,652 万円 101.1％
簡易水道事業収益 3億 7,227 万円 3億 4,780 万円 93.4％

合　計 41億 4,632 万円 41 億 6,432 万円 100.4％

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

上水道事業費用 36億 5,577 万円 36 億 1,226 万円 98.8％
簡易水道事業費用 3億 7,142 万円 3億 4,714 万円 93.5％

合　計 40億 2,719 万円 39 億 5,940 万円 98.3％

●　

収
益
的
収
支　

●

収　

入

支　

出

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

上水道資本的収入 14億 7,606 万円 15 億 4,775 万円 104.9％
簡易水道資本的収入 1億 4,107 万円 1億 4,011 万円 99.3％

合　計 16億 1,713 万円 16 億 8,787 万円 104.4％

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

上水道資本的支出 29億 2,643 万円 28 億 1,491 万円 96.2％
簡易水道資本的支出 2億 7,842 万円 2億 7,576 万円 99.0％

合　計 32億 485 万円 30 億 9,067 万円 96.4％

●　

資
本
的
収
支　

●

収　

入

支　

出

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

下水道事業収益 49億 5,202 万円 49 億 8,624 万円 100.7％
合　計 49億 5,202 万円 49 億 8,624 万円 100.7％

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

下水道事業費用 52億 8,741 万円 51 億 6,811 万円 97.7％
合　計 52億 8,741 万円 51 億 6,811 万円 97.7％

●
収
益
的
収
支
●

収　

入

支　

出

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

資 本 的 収 入 54億 2,150 万円 51 億 1,391 万円 94.3％
合　計 54億 2,150 万円 51 億 1,391 万円 94.3％

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

資 本 的 支 出 70億 9,990 万円 67 億 6,779 万円 95.3％
合　計 70億 9,990 万円 67 億 6,779 万円 95.3％

●
資
本
的
収
支
●

●
資
本
的
収
支
●

収　

入

支　

出

平
成
21
年
度　

予
算
執
行
状
況

平
成
21
年
度 

予
算
執
行
状
況

財 政 特 集

■
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
（
☎
36
・
８
１
０
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
（
☎
36
・
８
１
０
０
）

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

医 業 収 益 36億 3,081 万円 37 億 1,009 万円 102.2％
入院収益 24 億 9,158 万円 25 億 8,342 万円 103.7％
外来収益 10 億 4,487 万円 10 億 3,340 万円 98.9％

その他医業収益 9,437 万円 9,327 万円 98.8％
医 業 外 収 益 4億 7,966 万円 4億 8,306 万円 100.7％
特 別 利 益 5万円 45万円 890.1％

合　計 41億 1,052 万円 41 億 9,359 万円 102.0％

●　
　
　
　

 

収

益

的

収

支

 

　
　
　
　

●

収　

入

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

医 業 費 用 42億 7,616 万円 41 億 7,049 万円 97.5％
給与費 22 億 1,150 万円 21 億 5,838 万円 97.6％
材料費 10 億 8,904 万円 10 億 7,631 万円 98.8％
経　費 7 億 6,649 万円 7億 3,571 万円 96.0％
その他 2 億 914 万円 2億 10 万円 95.7％

医 業 外 費 用 9,096 万円 7,708 万円 84.7％
特 別 損 失 1,029 万円 1,029 万円 100.0％

合　計 43億 7,741 万円 42 億 5,786 万円 97.3％

支　

出

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

出 資 金 4億 7,554 万円 4億 7,542 万円 100.0％
合　計 4億 7,554 万円 4億 7,542 万円 100.0％

収　

入

予算科目 現計予算額 執 行 額 執行率

建 設 改 良 費 3億 6,327 万円 3億 6,315 万円 100.0％
企 業 債 償 還 金 1億 1,227 万円 1億 1,227 万円 100.0％

合　計 4億 7,554 万円 4億 7,542 万円 100.0％

支　

出

平
成
21
年
度　

予
算
執
行
状
況

市
が
行
っ
て
い
る
３
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
数
値
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
な
ど
が
合
わ
な
い
項
目
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
総
務
課
総
務
係
（
☎
34
・
３
２
１
１
）

　

４
月
か
ら
児
童
手
当
が
子

ど
も
手
当
に
変
わ
り
ま
し
た

が
、下
記
に
該
当
す
る
人
は
、

６
月
１
日
に
お
け
る
子
ど
も

の
養
育
状
況
な
ど
を
記
載
し

た
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。「
現
況
届
」
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
の
受
給

資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
、
該
当
者
に
は
、
届
出

書
類
を
送
付
し
ま
す
が
、
期

限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、
手
当
を
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

該　

当　

者

　

３
月
31
日
に
お
い
て
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
て
、
か
つ
４
月
１

日
以
降
も
引
き
続
き
子
ど
も
手
当

の
受
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
４
・
５
月
中
に
子

ど
も
手
当
の
増
額
請
求
を
し
た
人

は
、
本
年
度
に
限
り
現
況
届
の
提

出
が
不
要
で
す
。

▽
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
水
）

▽
提
出
先　

児
童
家
庭
課
子
ど
も

手
当
担
当
（
市
役
所
４
階
、
第
２

会
議
室
）、
岩
木
・
相
馬
総
合
支

所
民
生
課
、
各
出
張
所

※
市
役
所
４
階
第
２
会
議
室
で

は
、
次
の
日
時
で
も
受
け
付
け
し

ま
す
（
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
の

ほ
か
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
）。

○
６
月
14
日
〜
18
日　

午
後
８
時

ま
で

○
６
月
19
日
・
20
日　

午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
15
分

子
ど
も
手
当
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か　
　
　

　

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
修
了

ま
で
（
15
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま

で
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

人
に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
月
額

１
万
３
０
０
０
円
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
子
ど

も
を
養
育
す
る
人（
父
母
の
う
ち
、

子
ど
も
の
生
計
を
維
持
す
る
程
度

が
高
い
ほ
う
）
が
住
民
登
録
を
し

て
い
る
市
区
町
村
（
公
務
員
は
勤

務
先
）
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

手
当
の
支
給
は
、
原
則
と
し
て

請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
が
、
４
月
１
日
現
在
で
受
給
資

格
の
あ
る
人
が
９
月
30
日
ま
で
に

請
求
し
た
場
合
は
、
４
月
分
か
ら

支
給
に
な
り
ま
す
。

※
３
月
31
日
に
お
い
て
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
人
は
、
受
給
対

象
と
な
っ
て
い
た
子
ど
も
（
新
中

学
１
年
生
以
下
の
子
ど
も
）
の
分

に
つ
い
て
は
「
み
な
し
認
定
」
と

な
る
た
め
、
請
求
不
要
で
す
。

子ども手当の

現況届　　 

■問い合わせ先　児童家庭課
子ども手当担当（市役所４階、

第２会議室、☎ 40・7073）

忘れずに提出を！忘れずに提出を！

　

副
市
長
、
教
育
委
員
、
監
査
委
員
の
選
任
は
、
５
月
17

日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
22
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
教
育
長
は
20
日
の
教
育
委
員
会
会
議
で
、
代
表

監
査
委
員
は
19
日
の
監
査
委
員
協
議
会
で
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。佐さ

藤と
う

紘ひ
ろ

昭あ
き

教
育
長

小お

笠が
さ

原わ
ら

靖や
す

介ゆ
き

副
市
長

【経歴】昭和 52 年、青
森県に採用。中里町（現
中泊町）助役、県出納課
長、防災消防課長、農林
水産政策課長、農林水産
部次長、総務部次長を歴
任。

～新任の副市長、教育長、各委員の紹介～

【経歴】昭和 45年、青森
県教育委員会に採用。国
立久里浜養護学校教諭、
県教育庁県立学校課長、
県立青森高等学校長、弘
前大学教育学部附属教員
養成学研究開発センター
教授を歴任。

新体制で市政を運営新体制で市政を運営      

◆
教
育
委
員
会
委
員

委
員
長　

柴
田　

友
子

委
員
長
職
務
代
行
者

　
　
　
　

今
井　

高
志

教
育
長　

佐
藤　

紘
昭

委　

員　

山
科　

實

委　

員　

斎
藤　

明
子

◆
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員

　
　
　
　

常
田　

猛

委　

員　

石
塚　

徹
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まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。

たか丸くんが行くたか丸くんが行く!!!!!!
弘前城築城 400 年祭のマスコットキャラクターとしておなじみの「たか丸くん」。

積極的にイベントなどに参加して、400 年祭のＰＲ活動を行っています。

きもの de さくらウォーク

青森県産品フェア5/3

　４月 29 日、着物を着た市民がお城をそぞろ歩く「き
もの de さくらウォーク」が行われました。
　たか丸くんに見送られながら弘前文化センターを出
発した一行は、観光ガイドの案内の下、桜の咲き始め
た弘前公園内を散策。北の郭にある武徳殿では再びた
か丸くんと合流し、記念撮影をするなど楽しい時間を
過ごしました。
　桜と着物のコントラストが風流で、園内を着物で歩
く姿は 100 年前の観桜会のようでした。

　５月３日、たか丸くんはイトーヨーカドー青森店で
行われた「あおもり県産品フェア」に、「結集‼来て！
見て！青森ゆるキャラ応援隊」の一員として参加し、
ほかの「ゆるキャラ」と一緒に青森県の魅力をＰＲし
ました。
　ほかのキャラクターと親交を深めたたか丸くんは、
今後も 12月の東北新幹線新青森駅開業とともに弘前城
築城 400 年祭を県内外に発信していきます。

　４月 23 日から始まった弘前さくらまつり。天守閣が
見える下乗橋前で行われた開会式には、葛西市長やミス
桜をはじめ、多くの人が出席して開幕を祝いました。　
　開会式が終わると、たか丸くんは葛西市長と一緒に「弘
前城築城 400 年祭」のロゴ入りのりんごジュースを配
ってＰＲしました。
　また、まつりの期間中たか丸くんは公園内で大勢の観
光客に囲まれ、記念撮影をしました。

弘前さくらまつり4/23

4/29

　

　
発

か
過
　

津 軽路ロマン国際ツーデーマーチ

りんご花まつり

　５月７日～ 16 日、りんご公園（清水富田字寺沢）
で開催されたりんご花まつり。今年は低温の影響でり
んごの花も遅咲きでしたが、期間中後半には花も見ご
ろとなり、多くの来園者でにぎわいました。
　開会式が行われた７日には、近くのやまぶき保育園
の園児がりんごラーメンの「流しラーメン」に挑戦。
流れてくるめんを上手にはしですくい上げると、「お
いしい」と笑顔で口いっぱいにほおばっていました。

　５月８日・９日の両日、「第 12 回津軽路ロマン国
際ツーデーマーチ」が開催されました。
　今回設けられたコースは、弘前の市街地を散策する
５㎞のコースや岩木山ろくなどを巡る 33 ㎞の「青い
山脈コース」などの９コース。
　初日の８日は、肌寒い天候であったものの、時間が
たつにつれて時折晴れ間ものぞくウオーキング日和
に。参加者は新緑の津軽路を楽しみながら、軽快に歩
みを進めていました。

５月７日～１６日

こ どもの森 森開き式
　５月９日、こどもの森（坂元字山元）で森開き式が
行われ、多くの家族連れが参加し、今シーズンの安全
を祈願しました。式終了後には参加者に森開き記念と
してロウバイやサンシュユの苗木が配られました。
　その後参加者は、こどもの森協力会によるくじ引き
や子供会ＯＢ会によるオリエンテーリングで周辺を散
策しながら自然観察するなど、楽しい一日を過ごしま
した。

５月９日

５月８日・９日

　
行
を

　
や
策

　
で
ん

　
の
流
い
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【
分
科
会
】

▽
と　

き　

６
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時
半

●
第
１
分
科
会
（
自
然
の
心
）

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）
出
発

▽
内　

容　

バ
ス
で
移
動
し
な
が

ら
の
り
ん
ご
園
地
見
学
な
ど

▽
講　

師　

木
村
秋
則
さ
ん
（
木

村
興
農
社
代
表
）

▽
定　

員　

１
０
０
人

▽
参
加
料　

無　

料

●
第
２
分
科
会
（
物
の
心
）

▽
と
こ
ろ　

市
立
観
光
館
（
下
白

銀
町
）
研
修
室

▽
内　

容　

機
織
器
な
ど
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
常
設

▽
講　

師　

田
中
忠
三
郎
さ
ん

（
民
俗
学
者
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長
）

▽
定　

員　

１
０
０
人

▽
参
加
料　

無　

料

●
第
３
分
科
会
（
食
の
心
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

▽
内　

容　

癒
し
の
心
を
伝
え
る

映
像
上
映
と
講
演

▽
講　

師　

佐
藤
初
女
さ
ん
（
森

の
イ
ス
キ
ア
主
宰
）

▽
定　

員　

１
０
０
人

▽
参
加
料　

無　

料

●
第
４
分
科
会
（
親
の
心
）

▽
と
こ
ろ　

藤
田
記
念
庭
園
（
上

白
銀
町
）
茶
室

▽
内　

容　

参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
の

分
科
会

▽
講　

師　

三
宅
誠
一
さ
ん
（
ル

ミ
エ
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役
所

長
）

▽
定　

員　

30
人

▽
参
加
料　

無　

料

●
第
５
分
科
会
（
我
の
心
）

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

武
田
鉄
矢
さ
ん
主
演

映
画「
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
」上
映

▽
定　

員　

５
０
０
人

▽
入
場
料　

１
０
０
０
円

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

か
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
郵
便
番
号
・
住
所
・
代
表
者
氏

名
〈
ふ
り
が
な
〉・
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
〈
フ
ァ
ク
ス
で
の

申
し
込
み
時
〉・
申
し
込
み
人
数

〈
１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
４
人

ま
で
〉・
希
望
す
る
分
科
会
を
記

入
）
で
、
弘
前
青
年
会
議
所
分
科

会
部
会
（
〒
036
・
８
３
５
４
、
上

鞘
師
町
18
の
１
、
弘
前
商
工
会
議

所
４
階
、
フ
ァ
ク
ス
34
・
４
４
９

７
、
Ｅ
メ
ー
ルjcjcjc@

jom
on.

ne.jp

）
へ
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
各
分
科
会
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
第
29
回
全
国
城
下
町
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
津
軽
弘
前
大
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://tsugaru-

hirosaki.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
大
交
流
会
】

▽
と　

き　

６
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
半

※
午
後
５
時
半
開
場
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
公
園
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場

▽
テ
ー
マ　
「
ぶ
〜
す
１
グ
ラ
ン

プ
リ
〜
全
国
各
地
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

が
大
集
合
〜
」

▽
内　

容　

全
国
各
地
の
城
下
町

か
ら
集
ま
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
の

ブ
ー
ス
出
店
／
抽
選
会

▽
ゲ
ス
ト　

安
藤
あ
や
菜
さ
ん

（
元
Ａ
Ｔ
Ｖ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

▽
入
場
料　

無　

料

※
た
だ
し
、
飲
食
は
チ
ケ
ッ
ト
制

（
12
枚
つ
づ
り
で
１
０
０
０
円
）。

事
前
に
希
望
す
る
人
は
、
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

各
ブ
ー
ス
３
０
０
食

限
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
品

切
れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
メ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

▽
と　

き　

６
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
半

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）
大
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ　
「
輪
の
心　

我
（
ワ
）

の
心
（
〜
こ
の
津
軽
〈
ま
ち
〉
が

も
っ
と
好
き
に
な
る
！
〜
）」

▽
内　

容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
…
講
師
・
木
村
秋
則
さ
ん
、

田
中
忠
三
郎
さ
ん
、
佐
藤
初
女
さ

ん
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
森
田

貴
英
さ
ん
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
安

藤
あ
や
菜
さ
ん

▽
定　

員　

１
４
０
０
人

▽
参
加
料　

無　

料

〜
市
民
協
働
事
業
〜

【
発
見
！
探
検
！
ひ
ろ
さ
き
ウ
オ

ー
ク
ラ
リ
ー
】

　

重
要
文
化
財
「
弘
前
城
」
を
中

心
と
し
た
周
辺
史
跡
を
家
族
や
友

人
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
ほ
か
に
も
み
ん
な
で
楽
し
め

る
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

６
月
12
日
（
土
）、

午
前
11
時
〜
（
受
け
付
け
は
午
前

10
時
〜
）

※
雨
天
決
行
。

▽
集　

合　

弘
前
公
園
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場

▽
コ
ー
ス　

弘
前
公
園
内
外
周
辺

（
３
コ
ー
ス
）
＝
約
５
㌔

▽
参
加
人
数　

１
組
＝
２
〜
５
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
参
加
料　

１
人
２
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

▽
ゲ
ス
ト　

り
ん
ご
娘
＆
ア
ル
プ

ス
お
と
め

▽
申
込
先　

弘
前
青
年
会
議
所
事

務
局

■
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
青
年
会

議
所
事
務
局
（
☎
34
・
４
４
５
８
）
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こ
け
し
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会

と
黒
石
市
陸
上
競
技
協
会
が
主
催

の
「
第
８
回
こ
け
し
駅
伝
大
会
」

が
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
駅
伝
大
会
は
、
前
身
で
あ

る
「
青
少
年
の
森
駅
伝
」
か
ら
数

え
、
約
30
年
続
け
ら
れ
て
き
た
歴

史
あ
る
大
会
で
、
温
湯
や
落
合
、

板
留
な
ど
の
黒
石
温
泉
郷
を
巡
る

15
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
を
５
人
１
組

の
チ
ー
ム
が
力
走
し
ま
す
。

　

市
内
や
県
内
の
チ
ー
ム
の
ほたすきを掛け一斉にスタート

温泉街を眼下に見下ろしながら、小高
い丘を縫うように遊歩道は続きます

か
、
姉
妹
都
市
の
岩
手
県
宮
古
市

な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
選
手

た
ち
が
熱
い
走
り
を
繰
り
広
げ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

６
月
13
日
（
日
）、

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
（
開
会
式
は

午
前
９
時
〜
）

▽
発
着
場
所　

津
軽
伝
承
工
芸
館

（
黒
石
市
袋
字
富
山
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
森
さ
ん
、
☎
52
・
２

４
５
４
）

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

と　　き イベント名 内　　　容 問い合わせ先

1日～ 
 10月 31日

ひらか和！入浴ラリー 温泉に入浴し、スタンプを集め応募すると、抽選で豪華賞品
が当たります

実行委員会事務局（柏木温泉内、☎
44・7600）

20日 押し花教室 古代米、紫稲を利用して額の中に自然を表現しませんか 田舎館村総合案内所「遊稲の館」（☎
58・4689）

27日 第 11回よさこい津軽 各チーム独自の衣装と振り付けで、元気いっぱいの踊りを披露 実行委員会事務局（☎33・4111）
27日 たけのこマラソン大会 平川市で開催される子どもから大人まで楽しめるマラソン大会 実行委員会（☎46・2104）
27日 白神カップカヌー大会 西目屋村で開催される参加自由のカヌー大会 実行委員会事務局（☎85・2800）

7
月

上旬 (予定 ) 横町夜店まつり（黒石市）七夕飾りが通りを彩り、露店や各種イベントが盛りだくさん 横町向上会（☎52・3060）
中旬 (予定 ) クラシックカークラブ青森

ミーティング inこみせ
懐かしい旧車が全国から集合。参加車両による市内パレ
ードも行われます

黒石商店街協同組合（☎53・6030）

18日 星まつり inそうま2010 ステージイベントのほか出店も多数 相馬村商工会（☎84・3279）
25日 どろリンピック 夏休みの思い出に、親子・友人同士で泥まみれになって

楽しみませんか
田舎館村総合案内所「遊稲の館」（☎
58・4689）

30日・31日 岩木夏まつり 商店街を練り歩くパレードなど、地域一体で盛り上がる 実行委員会事務局（☎82・3325）
30日～8月5日 黒石ねぷたまつり 70台以上のねぷたが集合。合同運行は7/30と 8/2 （社）黒石青年会議所（☎52・3369）
31日～8月8日 北限に見る蓮の花まつり 蓮の花が咲き誇る猿賀公園で、フォトコンテストなど催し多数 平川市商工観光課（☎44・1111）

１日～７日 弘前ねぷたまつり 約80台の扇ねぷたなどが市内を勇壮に練り歩きます 弘前市観光物産課（☎35・1128）
２日・３日 平川ねぷたまつり2010 高さ 11ｍの「世界一の扇ねぷた」が出陣 平川市商工会（☎44・3055）
４日 第35回田舎館村ねぷた運行 村内のねぷた約15台が出陣 田舎館村中央公民館（☎58・2250）

５日 第37回おのえねぷた祭り ねぷたの美しい「錦絵」と「見送り絵」が楽しめます 平川市商工会尾上支所（☎57・2317）
８日～10日 りんご灯まつり りんごをイメージした山笠運行、ねぷた運行など催したくさん 板柳町経済課（☎73・2111）
14日 りんごの里いたやなぎ花火大会 3,000発の花火が夏の夜空を彩ります 板柳町商工会（☎73・3254）
15日・16日 黒石よされ流し踊り 約3,000人の踊り子による流し踊り。飛び入り参加も可 実行委員会事務局（☎52・3488）

20日 (予定 ) 津軽花火大会 約4,000発の花火を打ち上げる花火大会 藤崎町商工会（☎75・2370）

8
月

6
月

  

こ
け
し
駅
伝
大
会　
　

　
　
　
　

    

黒
石
市 

　

県
立
自
然
公
園「
茶
臼
山
公
園
」

　
　
　
　
　

  

大
鰐
町

　

近
年
、
つ
つ
じ
の
名
所
と
し
て

県
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
集
め
る

県
立
自
然
公
園
「
茶
臼
山
公
園
」。

園
内
に
は
75
科
、
３
０
０
種
ほ
ど

の
植
物
も
生
育
し
、
平
成
４
年
に

は「
茶
臼
山
自
然
植
物
園
」も
開
園

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
歩
道
沿

い
の
自
然
石
に
俳
句
を
刻
し
た
句

碑
が
設
置
さ
れ
、「
俳
句
の
小
径
」

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
句
碑
は
、
高
浜
虚
子
門
下

で
四
天
王
と
う
た
わ
れ
た
俳
人
増

田
手
古
奈
の
80
歳
を
記
念
し
て
、

大
鰐
在
住
の
俳
句
グ
ル
ー
プ
が
昭

和
51
年
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
「
大
鰐
温
泉
つ
つ
じ
ま
つ
り
」

の
会
期
に
併
せ
て
「
増
田
手
古
奈

記
念
大
鰐
温
泉
俳
句
大
会
」
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
緑
に
包
ま
れ
る
「
俳
句
の
小

径
」
を
散
策
し
な
が
ら
、
一
句
詠

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
こ
ろ　

大
鰐
町
大
鰐
字
茶
臼

館▽
問
い
合
わ
せ
先　

大
鰐
町
企
画

観
光
課
（
☎
48
・
２
１
１
１
）

　

津
軽
広
域
連
合
は
、弘
前
市
・
黒

石
市
・
平
川
市
・
藤
崎
町
・
板
柳
町
・

大
鰐
町
・
田
舎
館
村
・
西
目
屋
村
の

8
市
町
村
に
よ
り
、
介
護
認
定
お

よ
び
障
害
程
度
区
分
判
定
審
査
・

各
種
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
事
務
事
業
を
共
同
で
実
施
す

る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

たか丸くん
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お

ら
せ

知

…　広報ひろさき　平成２２年６月１日号15

お 

詫 

び

　

広
報
ひ
ろ
さ
き
５
月
１
日
号
の

最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
第
５
回

古
都
ひ
ろ
さ
き
花
火
の
集
い
」
の

中
で
、
駐
車
場
と
交
通
規
制
の
案

内
図
の
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー
乗
降

場
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
ま
す
。
正
し
い
案

内
図
は
、
広
報
ひ
ろ
さ
き
５
月
15

日
号
と
同
時
配
布
の
「
第
５
回
古

都
ひ
ろ
さ
き
花
火
の
集
い
」
の
チ

ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

催　

し

サ
タ
デ
ィ
プ
ラ
ン

　

土
曜
日
に
小
・
中
学
生
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で

す
。
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

▽
日
程
・
会
場

【
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀

町
）
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

○
み
ん
な
で
星
空
散
歩
（
子
ど
も

向
け
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
）

　

６
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26

日
の
午
前
10
時
半
〜
11
時
／
中
央

公
民
館
（
☎
33
・
６
５
６
１
）

【
弘
前
図
書
館
（
下
白
銀
町
）】

○
読
み
聞
か
せ
と
図
書
館
の
探
検

隊
（
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
と
図
書
館
地
下
書
庫
の
探

検
）　

６
月
19
日
の
午
後
２
時
〜

３
時
半
／
弘
前
図
書
館
（
☎
32
・

３
７
９
４
）

【
市
立
郷
土
文
学
館（
下
白
銀
町
）】

○
親
子
文
学
散
歩
（
ク
イ
ズ
を
解

き
な
が
ら
観
覧
）　

６
月
５
日
・

12
日
・
19
日
・
26
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
／
市
立
郷
土
文
学
館
（
☎

37
・
５
５
０
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
会
場
へ
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
市
立
郷
土

文
学
館
は
市
内
の
小
・
中
学
生
は

い
つ
で
も
無
料
で
す
。
サ
タ
デ
ィ

プ
ラ
ン
以
外
の
日
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

第
51
回
青
森
県
精
神
保
健

福
祉
大
会  　
　
　
　
　

　

青
森
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
で

は
、
毎
年
、
県
内
各
市
で
「
青
森

県
精
神
保
健
福
祉
大
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
精
神
保
健
福
祉
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
精
神
障

害
者
が
共
に
地
域
で
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
、
併
せ
て
、

地
域
住
民
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
、
本
年
度
は
当
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

６
月
11
日
（
金
）、
午

後
０
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）

▽
テ
ー
マ　
「
み
つ
め
よ
う
！
地

域
の
力
」

▽
内　

容　

講
演
「
う
つ
・
自
殺

対
策
〈
富
士
モ
デ
ル
事
業
〉
の
と

り
く
み
に
つ
い
て
〜
睡
眠
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
中
心
に
〜
」
…
講
師
・

松
本
晃
明
さ
ん
（
静
岡
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）
／
報
告

「
地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
活
動

〜
戦
略
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
を

中
心
に
〜
」
…
報
告
者
・
岩
佐
博

人
さ
ん
（
青
森
県
立
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）
／
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム　

テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
も
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
〜
自
殺
予
防
の
視

点
か
ら
〜
」
…
座
長
・
山
中
朋
子

　津川武一は、医師、政治家、作
家として幅広い活動を行っていま
した。
　この度、津川武一生誕百年を迎
えるに当たり、小説や俳句、評論
など、作家としての活動に焦点を
当てます。
▽期　間　６月１日～８月 31日
▽開館時間　午前９時～午後５時
（入館は午後４時半まで）
▽ところ　市立郷土文学館（下白
銀町）スポット企画展コーナー
▽観覧料　高校生以上＝ 100 円
／小・中学生＝ 50円
※ 65 歳以上の市民、市内の小・
中学生や障害者、外国人留学生は
無料。年齢や住所を確認できるも
のを提示してください。なお、常
設展や企画展も同時に観覧できま
す。
▽問い合わせ先　市立郷土文学館
（☎ 37・5505）

さ
ん
（
弘
前
保
健
所
長
）、
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
・
古
川
則
男
さ
ん
（
黒

石
市
法
律
・
多
重
債
務
相
談
員
）、

八
木
橋
淑
子
さ
ん
（
深
浦
町
主
任

保
健
師
）、
田
﨑
博
一
さ
ん
（
弘

前
愛
成
会
病
院
長
）

※
社
会
復
帰
施
設
や
作
業
所
等
の

入
所
者
に
よ
る
作
品
展
示
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
精
神

保
健
福
祉
協
会
（
青
森
県
立
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
青
森

017
・
787
・
３
９
５
１
）

こ
ど
も
の
森
６
月
の
行
事

【
催
し
】

　

こ
ど
も
の
森
で
は
、
毎
月
楽
し

い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

◎
山
の
花
・
木
の
花
あ
ん
な
い

▽
と　

き　

６
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
ハ
ル
ゼ
ミ
探
訪　

久
渡
寺
山
登

山▽
と　

き　

６
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

◎
沢
の
探
検　

サ
ワ
ガ
ニ
を
見
つ

け
よ
う
！

▽
と　

き　

６
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

昼
食
、替
え
の
下
着
・

靴
下
、
雨
具

【
特
別
企
画
展
】

◎
カ
エ
ル
展　

津
軽
地
方
に
生
息

す
る
カ
エ
ル
10
種
類
と
オ
タ
マ
ジ

ャ
ク
シ
を
飼
育
展
示

▽
と　

き　

６
月
13
日
〜
27
日
、

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
入
場
料　

無　

料

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
森
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
（
坂
元
字
山
元
、
久

渡
寺
地
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
の
森

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
・
３

９
２
３
）／
市
公
園
緑
地
協
会（
☎

33
・
8
７
３
３
）

星
空
観
察
会
in
プ
ラ
ネ

　

普
段
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
は

趣
を
変
え
、
解
説
を
し
な
が
ら
投

影
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
季
節
の
星
座
や
天
文

【第２回～実すぐり～】

　りんごの花摘みから収穫ま

で、一連の農作業を体験してみ

ませんか。秋にはりんごをプレ

ゼントします。今回は不要なり

んごの実を摘む農作業「実すぐ

り」の体験です。

▽と　き　６月 13日（日）

 　　　午前９時～（雨天決行）

現
象
の
紹
介
と
一
緒
に
、
市
内
や

近
隣
に
あ
る
星
座
観
察
ス
ポ
ッ
ト

も
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
講
座
に
参
加
し
て
、

星
空
観
察
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
と　

き　

６
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

※
午
後
６
時
50
分
ま
で
に
集
合
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
３
階
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム

▽
内　

容　
「
弘
前
、
ど
こ
で
星

が
見
え
る
？
」
…
講
師
・
藤
田
栄

一
さ
ん
（
中
央
公
民
館
相
馬
館
天

文
台
嘱
託
員
）

▽
定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

▽
観
覧
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
）
で
、
中
央
公
民

館
（
☎
33
・
６
５
６
１
、
フ
ァ

ク
ス
33
・
４
４
９
０
、
Ｅ
メ
ー

ルchuuoukou@
city.hirosaki.

lg.jp
）
へ
。

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、

事
前
に
申
し
込
ん
だ
人
を
優
先
し

ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
交
流
会

　

さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
新
た

な
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

７
月
４
日
（
日
）

※
雨
天
決
行
。
午
前
10
時
に
市
立

観
光
館
バ
ス
プ
ー
ル
出
発
、
午
後

５
時
に
市
立
観
光
館
バ
ス
プ
ー
ル

解
散
。

▽
内　

容　

弥
生
の
「
藤
田
観
光

さ
く
ら
ん
ぼ
園
」
で
、
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
だ
後
、
鰺
ヶ
沢

町
の
「
ナ
ク
ア
白
神
ホ
テ
ル
＆
リ

ゾ
ー
ト
」
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

な
が
ら
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
対　

象　

23
歳
〜
お
お
む
ね
45

歳
の
独
身
男
女
（
男
性
は
市
内
に

居
住
す
る
農
業
青
年
）

▽
定　

員　

男
女
各
20
人
程
度

▽
参
加
料　

男
性
＝
４
０
０
０
円

／
女
性
＝
２
０
０
０
円

▽
申
込
先　

６
月
25
日
ま
で
に
、

弘
前
市
青
年
交
流
会
実
行
委
員

会
（
市
農
業
委
員
会
事
務
局
内
、

☎
82
・
１
６
３
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

nougyou@
city.hirosaki.lg.jp

）

へ
。

▽問
（☎ 3

学館

□…一般投影を午後１時半～、午後
３時～の２回投影
■■…一般投影を午前 10 時半～、午
後１時半～、午後３時～の３回投影
■■…みんなで星空散歩を午前 10 時
半～の１回、一般投影を午後１時半
～、午後３時～の２回投影
■■…休み

★投影プログラム
【一般投影／ 45 分間】…星座と宇
宙を楽しく知るプログラム
▽テーマ　もっともっと星空をたの
しもう !!
▽観覧料　一般＝ 240 円／小・中
学生、高校生＝ 120 円
※ 65 歳以上の市民、市内の小・中
学生や障害者、外国人留学生は無料。
年齢や住所を確認できるものを提示
してください。
【みんなで星空散歩／ 30 分間】…
子どもにも楽しめるプログラム
▽テーマ　この星な～に ??
▽観覧料　無　料
★問い合わせ先　中央公民館（☎
33・6561）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

投影日程

▽ところ　集合＝岩木庁舎（賀

田１丁目）正面玄関前／園地＝

岩木山ろく（鼻和字西田）

▽参加料　無　料

▽持ち物　雨具、軍手

▽申込先　６月 10 日までに、

フルーツ合衆国（福澤さん、☎

兼ファクス 82・2645、携帯

090・8925・3266）へ。

第２回～実すぐり～】

りんごの花摘みから収穫ま

で、一連の農作業を体験してみ

りんごの一年物語

津川武一生誕百年展津川武一生誕百年展

市立郷土文学館
　　　　　　スポット企画展

お知らせ

プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウム

弘前文化センター

６月
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年６月１日号17

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

６
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

▽
内　

容　
「
寸
劇
で
学
ぶ
悪
質

商
法
の
事
例
と
対
処
法
」…
講
師
・

水
木
達
郎
さ
ん
（
青
森
県
金
融
広

報
委
員
会
講
師
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。

【展示会など】

●ミニ山草展　４日～６日

●さつき盆栽展　９日～ 13日

●春季さつき展　16日～ 20 日

●盆栽展　22日～ 27 日

【講習会など】

●クンシランの育て方　12 日、午後

１時半～３時半

●夏の寄せ植え教室

▽と　き　13日、午前 10時半～正午

▽定　員　15人程度（要予約）

▽材料費　2,000 円

▽持ち物　ゴム手袋、土入れまたはシ

ャベル、持ち帰り用の大きめの袋

※親子での参加もできます。

▽申込先　６月 11 日までに、緑の相

談所へ。

●さつき盆栽講習会　13 日、午前 11
時～正午

●アメリカシロヒトリの防除法　26
日、午後１時半～３時半

●訪問相談　12日・26 日

※庭木の出張診断です。電話で申し込

んでください。

【弘前城植物園…今月見られる花】

ハナショウブ、バラ、スイレン、ヒト

ツバタゴ（ナンジャモンジャ）など

●問い合わせ先　緑の相談所（☎ 33・
8737）
※４月１日～ 11 月 23 日は毎日開館

しています。

出
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、

岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎

82
・
５
７
０
０
、
フ
ァ
ク
ス
82
・

５
７
０
１
）
へ
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

▽
と　

き　

６
月
の
毎
週
月
曜
日

（
計
４
回
）、
午
後
７
時
〜
８
時
半

※
当
日
会
場
で
直
接
受
け
付
け
。

▽
と
こ
ろ　

大
成
小
学
校
（
御
幸

町
）
体
育
館

▽
内　

容　

世
界
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
基
礎
と
踊
り
方

▽
対　

象　

市　

民

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
靴

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
協
会（
佐
々
木
さ
ん
、

☎
33
・
６
５
３
７
）

第
１
回
ひ
と
に
や
さ
し
い

社
会
推
進
セ
ミ
ナ
ー　
　

　

弘
前
を
活
動
の
拠
点
と
し
、
川

柳
界
で
活
躍
を
続
け
て
い
る
高
瀬

霜
石
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
人
間

を
う
た
う
川
柳
の
中
か
ら
、
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

６
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
半
〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）３
階
グ
ル
ー
プ
活
動
室

▽
テ
ー
マ　

楽
し
い
川
柳
で
共
同

参
画
〜
笑
う
門
に
は
福
来
る
〜

▽
対　

象　

市
民
＝
40
人

▽
参
加
料　

無　

料

※
保
育
室
も
準
備
し
ま
す
の
で
希

望
者
は
参
加
申
し
込
み
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

６
月

28
日
ま
で
に
、
市
民
参
画
セ
ン
タ

ー
（
☎
31
・
２
５
０
０
）
へ
。

職
業
訓
練
の
受
講
者
募
集

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
離

職
者
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
、
訓
練
期
間
中
の

生
活
保
障
と
し
て
、
訓
練
・
生
活

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

７
月
１
日
〜
12
月
27

日
、
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ
（
土
手
町
）

▽
内　

容　

①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
や
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
の
習

得　

②
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得

▽
定　

員　

20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

無　

料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
別
途
１
万

３
２
６
０
円
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

６
月
15
日
ま

で
に
、弘
前
公
共
職
業
安
定
所（
南

富
田
町
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
38
・
８
６
０
９
）

／
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・
Ｍ
・

Ｓ
（
☎
32
・
５
８
０
１
）

ね
ぷ
た
囃
子
（
ば
や
し
）

講
習
会 　
　
　
　
　
　

　

伝
統
ね
ぷ
た
囃
子
「
津
軽
組
」

を
講
師
に
迎
え
て
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

７
月
４
日
〜
13
日
の

午
後
６
時
半
〜
８
時
半

▽
と
こ
ろ　

笛
の
部
＝
市
立
観
光

館
（
下
白
銀
町
、追
手
門
広
場
内
）

多
目
的
ホ
ー
ル
、
太
鼓
の
部
＝
同

館
研
修
室

▽
対　

象　

小
学
生
以
上

※
当
日
、
会
場
で
受
け
付
け
。

▽
受
講
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

笛
・
太
鼓
の
バ
チ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
（
☎

35
・
３
１
３
１
）

※
10
日
間
連
続
で
受
講
し
た
人
に

は
、
弘
前
ね
ぷ
た
保
存
会
か
ら
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
の

た
め
の
体
験
講
座　
　
　

▽
と　

き　

７
月
の
毎
週
土
曜

日
、
午
前
10
時
〜
11
時
半
（
全
５

回
）

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
岩
木
館

（
賀
田
１
丁
目
）

▽
内　

容　

あ
い
さ
つ
や
指
文
字

な
ど
、
日
常
で
使
う
手
話
単
語
の

学
習

▽
対　

象　

県
民
ま
た
は
県
内
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上

の
人
＝
30
人

▽
参
加
料　

無　

料

※
資
料
代
と
し
て
別
途
３
０
０
円

が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、
６

月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
弘
前

市
聴
覚
障
害
者
協
会
（
〒
036
・
８

０
５
７
、
八
幡
町
１
丁
目
９
の

17
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
、フ
ァ
ク
ス
32
・
１
１
４
４
）へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
聴
覚

障
害
者
協
会
（
☎
36
・
４
５
２
１
）

／
青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
☎
青
森
017
・
728
・
２
９
２

０
、
フ
ァ
ク
ス
017
・
728
・
２
９
２

１
）

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座  　
　
　
　
　

　

市
が
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
で
、

講
師
ま
た
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。

▽
と　

き　

７
月
１
日
・
８
日
・
15

日
・
22
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
45
分（
希
望
者
の
み
、復
習
・
質

問
時
間　
午
後
１
時
45
分
〜
３
時
）

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

オ
フ
ィ
ス
２
０
０

７
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

▽
対　

象　

市
内
に
居
住
し
、
ワ

ー
ド
か
エ
ク
セ
ル
の
使
用
経
験
が

あ
る
人
で
、
講
座
修
了
後
に
パ
ソ

コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

す
る
意
思
が
あ
る
人
＝
10
人

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
、
昼
食

※
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
は
２
０
０

７
を
使
用
し
ま
す
。

▽
受
け
付
け
開
始　

６
月
15
日
、

午
前
８
時
半
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
習

情
報
館（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
26
・
４
８
０
０
）

教
科
書
展
示
会

　

来
年
度
使
用
さ
れ
る
小
学
校
の

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。
中
弘
地

区
の
教
員
や
市
民
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

６
月
14
日
〜
18
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

指
導
課
（
☎

82
・
１
６
４
４
）

ミ
ニ
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

教
室
（
前
期
） 　
　
　

▽
と　

き　

６
月
19
日
〜
７
月
17

日
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
６
時
半

〜
７
時
半

▽
と
こ
ろ　

岩
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
兼
平
字
猿
沢
）

▽
内　

容　

意
識
し
な
い
筋
肉
の

働
き
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い
、

負
担
を
か
け
な
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
対　

象　

高
校
生
以
上
の
市
民

＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

※
ミ
ニ
ボ
ー
ル
を
20
個
ま
で
貸
し

教
室･
講
座

▽と　き　７月４日（日）

正午開場、午後１時開演

▽ところ　市民会館（下白銀町）

※無料の託児室も有ります。

▽入場料（全席自由）　1,000 円

▽入場券取扱所　中三弘前店、日弘楽器、紀伊國屋

書店（いずれも土手町）、さくら野弘前店（城東北

３丁目）ほか

【当日エキシビション】

▽と　き　７月４日（日）、午前 11時～正午

▽ところ・内容　市民会館エントランスポーチ（掲

示板廊下）＝弘前市立第二中学校太鼓部による和太

鼓、青森県立弘前実業高校の生徒による三味線、サ

ムルノリ青森によるサムルノリ（朝鮮の伝統楽器を

用いた韓国の現代音楽）

▽問い合わせ先　国際子ども文化芸術交流実行委員

会事務局（對馬さん、☎携帯 090・9429・3114）

出演団体など

三沢少年少女合唱隊

弘前ねむの会ファミリーコーラス＆ノー
ザンウイング（英語ミュージカル）

弘前やまぶき会手踊り

アカネバレエ教室

平川市平賀一輪車クラブ

田中みゆきピアノ教室（ピアノ演奏）

伝統文化子どもお琴教室

弘前市立第二中学校太鼓部（和太鼓）

弘前大学教育学部附属小学校合唱団

ダンスアイランドキッズ（ヒップホップ）

青森県立弘前実業高校（三味線）

サムルノリ青森（韓国交流プレゼントス
テージ）

▽と　き　７月４日（日）

正午開場、午後１時開演 出演団体など

2010第２回国際子ども文化芸術交流2010第２回国際子ども文化芸術交流
　　　　　　　　　　　　　Junior Artist FestivalJunior Artist Festival

お知らせ

緑の相談所

６
月
の
催
し
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お知らせ

そ
の
他

就
業
支
援
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
（
60
歳
以
下
）

で
、
全
日
程
出
席
で
き
る
人
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会（
ワ
ー
プ
ロ
、

表
計
算
処
理
技
能
認
定
３
級
資
格

取
得
対
応
）

▽
と　

き　

７
月
12
日
〜
10
月
、

午
後
６
時
半
〜
８
時
半（
全
36
回
）

▽
と
こ
ろ　

Ｓ
・
Ｋ
・
Ｋ
・
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
徳
田
町
）

▽
定　

員　

20
人

○
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会
（
本

年
度
の
調
理
師
試
験
を
受
験
す
る

人
）

▽
と　

き　

７
月
７
日
・
８
日

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）

▽
定　

員　

４
人

○
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課

程
講
習
会

▽
と　

き　

７
月
〜
９
月

▽
と
こ
ろ　

弘
前
医
療
福
祉
大
学

短
期
大
学
部
（
小
比
内
３
丁
目
）

▽
定　

員　

20
人

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
受
講
料　

無　

料

▽
申
込
先　

６
月
２
日
〜
16
日

に
、
申
込
書
に
写
真
（
縦
４
㌢
×

横
３
㌢
）
を
貼
付
し
、
児
童
家
庭

課
（
市
役
所
１
階
、
窓
口
109
、
☎

40
・
７
０
３
９
）
へ
。

※
申
込
書
は
同
課
に
用
意
。ま
た
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

市
民
水
泳
教
室

▽
と　

き　

６
月
15
日
〜
18
日
・

22
日
〜
25
日
（
全
８
日
間
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
半

▽
と
こ
ろ　

河
西
体
育
セ
ン
タ
ー

（
石
渡
１
丁
目
）
屋
内
プ
ー
ル

▽
対　

象　

市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
申
込
先　

６
月
10
日
ま
で
に
、

弘
前
水
泳
協
会
（
木
村
さ
ん
、
☎

34
・
８
６
６
６
）
へ
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
習
会

▽
と　

き　

７
月
６
日
〜
９
日

▽
と
こ
ろ　

学
科
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

弘
前
（
豊
田
１
丁
目
）
／
実
技
＝

つ
が
る
弘
前
農
協
河
東
り
ん
ご
施

設
（
悪
戸
字
芦
野
）

▽
対　

象　

①
申
請
時
に
求
職
中

で
、
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
人
（
雇
用
保
険
の
受

給
期
間
を
終
え
て
な
お
求
職
中
の

人
を
含
む
）　

②
出
稼
労
働
者
で

18
歳
以
上
の
人

▽
定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

１
万
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
１
４
７
０
円
が
必
要
）

▽
申
し
込
み
受
付　

６
月
９
日
〜

15
日

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
、
写
真

（
縦
30
㍉
×
横
22
㍉
）
１
枚
、
雇

用
保
険
受
給
者
証
か
出
稼
労
働
者

手
帳
（
有
効
期
限
内
の
も
の
）、

自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
に
よ

る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
８
月
に
も
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

商
工

労
政
課
労
政
係
（
市
役
所
６
階
、

☎
35
・
１
１
３
５
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）　
　
　
　

▽
と　

き　

７
月
８
日
〜
12
月
９

日
の
毎
週
木
曜
日
（
８
月
５
日
・

12
日
、
９
月
23
日
を
除
く
）、
午

後
７
時
〜
８
時
半
と
９
月
12
日

（
日
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

（
計
21
回
）

▽
と
こ
ろ　

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
対　

象　

手
話
に
関
心
が
あ

り
、
聴
覚
に
障
害
が
な
く
、
初
級

レ
ベ
ル
の
勉
強
を
し
た
い
18
歳
以

上
の
人
＝
30
人
（
先
着
順
）

※
子
ど
も
連
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
受
講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
が
１
２
０
０
円
が
必
要
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
職
業
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

番
号
を
記
入
し
、
７
月
１
日
（
必

着
）
ま
で
に
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
０
５
７
、
八

幡
町
１
丁
目
９
の
17
）へ
郵
送
を
。

※
受
講
の
可
否
は
返
信
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
36
・
４
５
２

１
、
フ
ァ
ク
ス
32
・
１
１
４
４
）

ね
ぷ
た
ミ
ニ
展
作
品
募
集

　

ね
ぷ
た
ミ
ニ
展
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
作
品
は
、
７
月
28

日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
、
市
立
観

光
館
（
下
白
銀
町
）
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
ま
す
。

▽
募
集
作
品

○
ね
ぷ
た
鏡
絵
（
縦
74
㌢
×
横
55

㌢
）

○
見
送
り
絵
（
縦
１
６
３
㌢
×
横

74
㌢
）

○
金
魚
ね
ぷ
た（
直
径
20
㌢
以
上
）

▽
対　

象　

小
学
生
以
上
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
人

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業（
学
校
名
）

・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
７
月
１

日
〜
23
日
（
必
着
）
に
、
弘
前
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

（
〒
036
・
８
５
８
８
、
下
白
銀
町

２
の
１
、
市
立
観
光
館
内
）へ
、
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
（
☎

35
・
３
１
３
１
）

※
８
月
12
日
か
ら
作
品
を
返
却

し
、
参
加
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
「
成
年
後
見

制
度
を
考
え
る
会
」
相
談
室

　

成
年
後
見
・
離
婚
・
親
権
・
相

続
・
遺
言
・
借
金
返
済
・
自
己
破

産
・
特
定
調
停
な
ど
、
法
律
・
社

会
生
活
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

元
裁
判
所
書
記
官
、
元
調
査
官
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
と　

き　

６
月
20
日
（
日
）、
午

後
１
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）
３
階
活
動
室

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
「
成
年
後
見
制
度
を

考
え
る
会
」（
目
賀
田
さ
ん
、
☎

37
・
０
３
４
５
）

計
量
器
の
定
期
検
査　

２
年
に
１
回
忘
れ
ず
に

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
（
は
か
り
）
は
、
法
律
に
よ
り

２
年
に
１
回
、
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
該
当
者
（
事
業
所
）
に
は
、

事
前
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
が
必
要
な
計
量
器
を

使
用
す
る
人
で
、
は
が
き
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
検
査
を

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

 

に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

学
ぶ
市
民
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
で
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

▽
と　

き　

７
月
９
日
・
16
日
・

23
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
（
希
望

者
の
み
、
復
習
・
質
問
時
間　

午

後
０
時
45
分
〜
２
時
）

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
文
字
入
力

▽
対　

象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の

市
民
＝
30
人
（
本
年
度
初
め
て
の

人
を
優
先
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、昼
食（
復

習
・
質
問
時
間
に
参
加
す
る
人
）

▽
受
け
付
け
開
始　

６
月
15
日
、

午
前
８
時
半
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

学
習

情
報
館（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
26
・
４
８
０
０
）

※
本
年
度
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
お
よ
び
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
別

講
座
に
な
り
ま
す
。　上級一般行政、上級建設（土木・建築・電気）

の職員を募集します。

　受験希望者は、人事課（市役所３階、窓口

302）で交付する受験申込書に記入し、６月８
日（必着）までに提出してください。受け付け

は、土・日曜日を除く午前８時半～午後５時 15
分です。

　郵送の場合も、６月８日までに到着したもの

に限り受け付けます。

▽資　格　日本国籍を有し、昭和 56 年４月２
日～平成元年４月１日生まれの人

▽採用予定　上級一般行政＝27人、上級建設（土
木）＝５人、上級建設（建築）＝１人、上級建設（電

気）＝１人

▽第１次試験　６月 27 日（日）、県立弘前工業
高等学校（馬屋町）で、適性検査、教養試験、

小論文試験、専門試験を行います。

▽第１次試験合格発表予定日　７月 27日（火）
※第２次試験の詳細については、第１次試験合

格者に直接通知します。

　医療職（保健師・看護師・理学療法士）の職

員を募集します。

　受験希望者は、人事課（市役所３階、窓口

302）で交付する受験申込書に記入し、６月 22
日（必着）までに提出してください。受け付け

は、土・日曜日を除く午前８時半～午後５時 15
分です。

　郵送の場合も、６月 22 日までに到着したも
のに限り受け付けます。

▽資　格　日本国籍を有し、それぞれの免許を

既に有する人または平成 23 年５月 31 日までに
免許取得見込みの人で（各職種共通）、保健師お

よび理学療法士は昭和 56 年４月２日以降、看
護師は昭和 36年４月２日以降に生まれた人
▽採用予定　保健師＝２人／看護師＝ 26 人／
理学療法士＝１人

▽試験日　７月 10日（土）
▽ところ　市役所（上白銀町）

▽試験科目　保健師＝専門試験・短大卒業程度

の教養試験／看護師＝適性検査・短大卒業程度

の教養試験／理学療法士＝短大卒業程度の教養

試験／各職種共通＝性格検査・面接試験

▽合格発表予定日　８月 10日（火）

　～共通事項～

■問い合わせ先　人事課職員係（〒 036・
8551、上白銀町１の１、☎ 35・1119）
※募集要項は、市のホームページにも掲載して

います。

受
け
た
こ
と
が
な
い
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
日
程　

６
月
３
日
〜
24
日

の
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時（
土
・

日
・
月
曜
日
を
除
く
）

▽
検
査
場
所　

各
店
舗
・
事
業
所

▽
手
数
料　

１
台
５
０
０
円
〜
２

８
０
０
円
（
計
量
器
の
種
類
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
生
活
課

（
☎
35
・
１
６
６
４
）

自
動
車
税
は　
　
　
　
　

６
月
30
日
ま
で
に
納
付
を

　

平
成
22
年
度
の
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
30
日
で
す
。
納
税
通

知
書
が
届
い
た
ら
内
容
を
確
か

め
、
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
証
明
書
は
継
続
検

査
用
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
納
税
義
務
者　

そ
の
年
の
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
で
す
。
割
賦

販
売
な
ど
で
自
動
車
販
売
会
社
等

が
所
有
権
を
留
保
し
て
い
る
自
動

車
は
使
用
者
で
す
。

▽
納
付
方
法　

金
融
機
関
と
郵
便

局
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
６
月
30
日
が
振
替
日
で
す
。

転
居
な
ど
で
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
場
合
や
、
一
度
に
納
付
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
納

期
限
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

中
南
地
域
県

民
局
県
税
部
納
税
課
（
☎
32
・
１

１
３
１
、
内
線
２
３
１
・
２
３
３
）

　空き地や空き家、家庭の庭で、雑草が茂ったり害虫が発生した

りして困っているとの苦情が、近隣住民から寄せられています。

　空き地などの所有者や管理者は、近隣住民の生活に迷惑をかけ

ないよう、定期的に雑草を刈り取ったり、害虫の駆除を行ったり

するなど、適切な管理をお願いします。

　なお、自分で対処できない場合は、造園業者や害虫駆除業者な

どにご相談ください。

▽問い合わせ先　環境保全課（☎ 40・7035）

空き地や空き家、家庭の庭で、雑草が茂ったり害虫が発生した

して困っているとの苦情が 近隣住民から寄せられています。

敷地内の雑草・害虫は早めに対処を　

上級一般行政 上級建設（土木・建築・電気）
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年６月１日号21

住
民
税
「
所
得
・
課
税

証
明
書
」
の
発
行  　

　

平
成
22
年
度
の
住
民
税「
所
得
・

課
税
証
明
書
」（
21
年
中
の
所
得

分
）
は
、
６
月
10
日
か
ら
発
行
開

始
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
予
定

の
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
際
に
は
、
申
請
者
本
人

（
窓
口
に
来
た
人
）
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
人
（
同
居
の
親
族

を
除
く
）
が
申
請
す
る
場
合
は
委

任
状
ま
た
は
同
意
書
も
必
要
で

す
。

▽
交
付
窓
口

○
市
民
税
課
（
市
役
所
２
階
、
窓

口
208
）

○
岩
木
・
相
馬
総
合
支
所
民
生
課

○
各
出
張
所

▽
手
数
料　

１
通
＝
３
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
税
課
諸

税
係
（
☎
35
・
１
１
１
７
）

平
成
22
年
度　
　
　
　

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
期
間

は
、６
月
１
日
〜
７
月
12
日
で
す
。

　

平
成
21
年
度
確
定
保
険
料
と
平

成
22
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
・

納
付
手
続
き
を
、
お
近
く
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
で
早
め
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
（
☎
青

森
017
・
734
・
４
１
４
５
）

危
険
物
安
全
週
間

「
危
険
物　

事
故
は
瞬
間　

無
事

故
は
習
慣
（
平
成
22
年
度
危
険
物

安
全
週
間
推
進
標
語
）」

　

６
月
６
日
〜
12
日
は
危
険
物
安

全
週
間
で
す
。

　

近
年
は
全
国
的
に
、
石
油
類
な

ど
危
険
物
を
取
り
扱
う
際
の
事
故

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

事
故
の
原
因
は
、
誤
っ
た
取
り

扱
い
や
う
っ
か
り
ミ
ス
な
ど
人
的

要
因
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
危
険
物

を
取
り
扱
う
と
き
は
、
安
全
を
再

確
認
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
消
防
本
部
で
は
、
危
険

物
安
全
週
間
に
ち
な
み
、
危
険
物

関
係
事
業
所
の
消
防
訓
練
や
立
ち

入
り
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課
（
本
町
、
☎
32
・
５
１
０
４
）

６
月
は　
　
　
　
　

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

国
土
交
通
省
と
青
森
県
で
は
、

毎
年
６
月
１
日
〜
30
日
を
「
土
砂

災
害
防
止
月
間
」
と
位
置
付
け
、

本
格
的
な
豪
雨
の
時
期
を
前
に
、

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
防
止
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
・
広
報
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
約
４
０
０
０
カ
所
も

の
土
砂
災
害
危
険
個
所
が
あ
り
ま

す
。
山
あ
い
に
た
ま
っ
た
土
砂
や

巨
石
が
雨
で
増
え
た
沢
水
と
一
緒

に
流
れ
落
ち
る
「
土
石
流
」、
地

下
水
が
た
ま
り
す
ぎ
て
地
盤
全
体

が
す
べ
り
落
ち
る
「
地
す
べ
り
」、

雨
を
含
ん
で
も
ろ
く
な
っ
た
が
け

が
唐
突
に
崩
壊
す
る「
が
け
崩
れ
」

な
ど
は
、
ど
れ
も
強
い
雨
が
原
因

と
な
る
も
の
で
、
山
や
が
け
が
あ

る
地
域
で
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
日
本
各
地
で
土
砂
災

害
が
発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が

出
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
早
期

に
避
難
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
強
い
雨
が
降
っ
て
い
る
と

き
は
、
予
想
し
な
い
災
害
が
発
生

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
に
留

め
、
正
し
い
危
機
意
識
と
早
期
避

難
で
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
ゼ
ロ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
企

画
担
当
（
☎
35
・
１
１
２
３
）

／
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川

砂
防
課
砂
防
グ
ル
ー
プ
（
☎
青

森
017
・
734
・
９
６
７
０
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.

aom
ori.lg.jp/kotsu/build/

H
22doshagekkan.htm

l

）

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議　
　

な
ど
の
警
備
に
ご
協
力
を

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
関
係
会
議
）
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を

目
的
に
、
地
域
の
全
主
要
国
・
地

域
が
参
加
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し

て
１
９
８
９
年
に
発
足
し
ま
し

た
。

　

本
年
は
、
11
月
10
日
か
ら
14
日

に
か
け
て
神
奈
川
県
横
浜
市
に
お

い
て
首
脳
会
議
お
よ
び
閣
僚
会
議

が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
６
月
以

降
、
国
内
７
道
府
県
に
お
い
て
関

連
閣
僚
会
合
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

期
間
中
は
、外
国
の
要
人
な
ど
、

大
勢
の
人
が
日
本
を
訪
れ
る
こ
と

か
ら
、テ
ロ
の
未
然
防
止
の
た
め
、

全
国
で
大
規
模
な
警
備
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
不
審
者
や
不
審
物
を

発
見
し
た
場
合
は
、
１
１
０
番
な

ど
を
通
じ
、
警
察
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
首
脳
会
議
・
閣
僚
会
議
開
催
日

程　

11
月
10
日
〜
14
日
（
神
奈
川

県
横
浜
市
）

▽
関
連
閣
僚
会
合　

６
月
以
降
、

国
内
７
道
府
県
（
北
海
道
、
新
潟

県
、
岐
阜
県
、
福
井
県
、
京
都
府
、

奈
良
県
、
沖
縄
県
）

▽
通
報
先　
「
１
１
０
番
」
ま
た

は
弘
前
警
察
署
（
☎
32
・
０
１
１

１
）弘

前
図
書
館
の
休
館

　

弘
前
図
書
館
は
、
蔵
書
の
点
検

や
図
書
の
排
架
替
え
、
館
内
の
清

掃
な
ど
の
た
め
、
次
の
期
間
は
休

館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
期　

間　

６
月
12
日
〜
18
日

※
図
書
の
返
却
日
が
休
館
期
間
に

当
た
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
貸
出

日
数
を
延
長
し
て
貸
し
出
し
ま

す
。
な
お
、
休
館
中
に
図
書
を
返

却
す
る
と
き
は
、
弘
前
図
書
館
正

面
玄
関
（
東
北
電
力
側
）
右
横
、

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
（
末
広
４
丁

目
）
１
階
地
域
交
流
室
、
ま
ち
な

か
情
報
セ
ン
タ
ー
（
土
手
町
）、

弘
前
駅
自
由
通
路（
改
札
口
付
近
）

に
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
岩
木
図
書
館

（
賀
田
１
丁
目
）、相
馬
図
書
館（
五

所
字
野
沢
）で
も
返
却
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
図
書
館

（
☎
32
・
３
７
９
４
）

市
の
奨
学
金
制
度

▽
対　

象　

経
済
的
な
理
由
で
修

学
が
困
難
な
人
で
、
次
の
①
お
よ

び
②
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
家
庭
の
被

扶
養
者
で
、高
校
以
上
の
学
校（
専

門
学
校
を
含
む
）
に
在
学
し
て
い

る
人

②
ほ
か
の
奨
学
金
の
貸
与
や
授
業

料
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
人

▽
奨
学
金
の
額
（
月
額
）

①
大
学
（
大
学
院
、
短
大
含
む
）・

専
門
学
校
＝
２
万
５
０
０
０
円

②
高
校
・
中
等
教
育
学
校
後
期
課

程
＝
１
万
３
０
０
０
円

▽
貸
与
期
間　

在
学
す
る
学
校
の

正
規
の
修
学
期
間
（
４
月
分
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
貸
与
）

▽
返
還
方
法　

卒
業
後
１
年
経
過

し
て
か
ら
の
10
年
間
で
、
年
賦
・

半
年
賦
・
月
賦
の
い
ず
れ
か

▽
申
し
込
み　

６
月
22
日
ま
で

に
、
各
学
校
、
教
育
総
務
課
（
岩

木
庁
舎
２
階
）、
学
務
課
弘
前
分

室
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

※
な
お
、
申
込
者
が
多
数
の
場
合

は
、
収
入
や
学
力
な
ど
を
基
に
選

考
し
決
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

（
☎
82
・
１
６
３
９
）

失
業
な
ど
で
も
介
護
保
険
料
の

減
免
が
で
き
ま
す　
　
　
　
　

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
震
災
・

風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
以
外

に
も
、
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
被

こ
と
ば
の
発
達
相
談

　

こ
と
ば
の
遅
れ
や
友
達
と
う
ま

く
遊
べ
な
い
な
ど
、
育
児
の
悩
み

に
対
し
て
、
経
験
豊
か
な
相
談
員

（
言
語
聴
覚
士
）
が
応
じ
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
や
絵
本
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

６
月
19
日
、
７
月
17

日
、
午
前
10
時
〜
正
午

※
１
家
族
１
時
間
程
度
を
予
定
。

▽
と
こ
ろ　

弘
前
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
小
比
内
３

丁
目
）
言
語
聴
覚
学
科
内
相
談
室

▽
対　

象　

０
歳
〜
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
家
族

▽
料　

金　

無　

料

▽
申
し
込
み
方
法　

相
談
は
予
約

制
で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
事

前
に
電
話
で
申
し
込
み
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

弘
前

医
療
福
祉
大
学
保
健
学
部
医
療
技

術
学
科
言
語
聴
覚
学
専
攻
（
斉
藤

さ
ん
、
白
坂
さ
ん
、
小
山
内
さ
ん
、

☎
27
・
１
０
０
１
）

保
険
者
が
い
る
世
帯
で
、
主
に
生

計
を
維
持
し
て
い
た
人
が
会
社
の

都
合
や
倒
産
な
ど
に
よ
り
失
業
し

た
と
き
や
、
事
業
や
業
務
の
休
廃

業
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
と
き
な
ど
は
、
介
護
保
険
料
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
失
業
な
ど
を

証
明
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受

給
者
証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
課

介
護
保
険
料
係
（
市
役
所
１
階
、

窓
口
107
、
☎
40
・
７
０
４
９
）

広　告広　告

①
弘
前
駅
城
東
口
駐
車
場

JR弘前駅

中
央
口
駐
輪
場

②弘前駅中央口
　駐車場
②弘前駅中央口
　駐車場
②弘前駅中央口
　駐車場

■市営駐車場の利用を

①弘前駅城東口駐車場

▽収容台数　128 台（うち身障者用３台）
▽利用形態　24時間利用可能な無人式駐車場
▽駐車料金　最

初の 30 分 は無
料。以後 30分ご
とに 100 円
②弘前駅中央口

駐車場

▽収容台数　50
台（うち身障者

用２台）

▽利用形態およ

び駐車料金　城

東口駐車場と同

じ

▽付随施設　約

40台収容の無料バイク置き場
■問い合わせ先　市民生活課安全安心対策担当

（☎ 35・1102）

■中・下土手町は違法駐車等防止重点地域

　市では、中心商店街の違法駐車による交通渋

滞、路線バス・緊急車両の通行妨害、交通事故

を防止するため、中・下土手

町を違法駐車等防止重点地域

に指定しています。

　また、道路交通法の一部改

正などにより、放置駐車違反

に対する警察の取り締まりも

強化されています。ドライバ

ーの皆さんは、少しの時間で

あっても最寄りの駐車場を利

用するようにしましょう。

▽重点地域に違法駐車した場

合　土・日曜日に違法駐車し

た車両には、ステッカーなど

を貼り付けて警告します。

●

裁
判
所

元寺町

百石町

3･3･2号線

代官町

中
央
通
り

まちなか情報
センター●

まちなか情報
センター●

まちなか情報
センター●

● 市立病院● 市立病院● 市立病院

イトー
ヨーカドー
　　　　　　●

イトー
ヨーカドー
　　　　　　●

イトー
ヨーカドー
　　　　　　●

みちのく
　　銀行

●
みちのく
　　銀行

●
みちのく
　　銀行

●

土
手
町

土
手
町

土
手
町

違法駐車違法駐車はやめましょうはやめましょう違法駐車はやめましょう

お知らせ



あ
な
た
の
健
康
、
大
丈
夫
で
す
か
？　
　

・
幸
せ
は
健
康
か
ら
・　

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

弘前市保健センター
　(野田２丁目)

☎ 37・3750

健康健康ですか

22…　広報ひろさき　平成２２年６月１日号

弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

23

こころこころのの健康相談健康相談
　弘前市保健センターでは、本人や家族の心の悩

みについて、保健師が面接して相談に応じていま

す。秘密は厳守します。希望する人は事前に電話

で申し込みを。相談は無料です。

▽６月・７月の相談日

６月＝８日（火）・22日（火）
７月＝ 13日（火）・27日（火）
※時間はいずれも午前９時～午後３時半。

▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽対　象　市　民

※「こころの病気」の治療をしていない人を優先

します。現在治療している人は、まず主治医に相

談を。

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時（土・日

曜日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健センター（☎

37・3750）

検
診
の
受
診
を

　

セ
ッ
ト
検
診
、
女
性
の
健
康
診

査
は
、
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
定
員
（
日
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
各
種
検
診
は
、
年

度
内
（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

に
１
回
受
診
で
き
ま
す
。

【
セ
ッ
ト
検
診
】

▽
と　

き　

６
月
14
日
〜
７
月
９

日
（
日
曜
日
を
除
く
）

※
６
月
30
日
、
７
月
８
日
は
女
性

の
み
。

▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん

検
診
（
50
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

は
前
立
腺
が
ん
検
診
も
受
診
で
き

ま
す
。
費
用
は
別
途
５
０
０
円
）

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

【
女
性
の
健
康
診
査
】

▽
と　

き　

６
月
17
日
・
26
日
・

30
日
、
７
月
８
日

※
６
月
の
託
児
日
は
30
日
（
乳
幼

児
10
人
ま
で
）。

▽
対　

象　

18
歳
〜
39
歳
の
主
婦

や
自
営
業
の
女
性
で
、
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
人
（
職
場
で
受

診
で
き
る
人
、
妊
娠
中
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
を
除
く
）

▽
内　

容　

血
液
検
査
、尿
検
査
、

内
科
診
察
、
骨
密
度
検
査
な
ど

▽
料　

金　

８
０
０
円

【
日
曜
が
ん
検
診
】

　

市
が
実
施
す
る
肺
が
ん
検
診

は
、
医
療
機
関
で
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▽
と　

き　

７
月
４
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
対　

象　

40
歳
以
上
の
市
民

（
職
場
で
受
診
で
き
る
人
を
除
く
）

▽
定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

▽
内　

容　

総
合
検
診
車
で
の

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

▽
料　

金　

１
９
０
０
円
（
市
の

国
保
加
入
者
は
９
５
０
円
、
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
）

▽
申
込
先　

６
月
25
日
ま
で
に
、

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。　
　

【
医
療
機
関
で
の
検
診
】

　

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
、

骨
密
度
検
診
、
結
核
検
診
は
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
医

療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
医

療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、
直
接
、
医
療
機
関
へ
「
市

の
検
診
」
と
伝
え
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
市
の
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
や
検
診
な
ど
の
料
金
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
確
認
す
る

か
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

定
期
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
予
診
票
に
記

入
後
、
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
い

ず
れ
も
無
料
で
す
。
予
診
票
が
な

い
人
は
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
・
三
種
混

合
・
二
種
混
合
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
】

　

通
年
接
種
で
す
。
対
象
は
「
健

康
と
福
祉
ご
よ
み
」
で
、
受
付
時

間
は
指
定
医
療
機
関
で
確
認
し
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
…
１
期
＝

１
歳
〜
２
歳
未
満
／
２
期
＝
５
歳

〜
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間（
４
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

※
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
５
年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象
が
、

現
在
の
１
期
と
２
期
に
加
え
、
３

期
（
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
）、
４
期
（
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
）
に
拡

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
弘
前
市

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

【
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）】

　

日
程
と
会
場
は
「
健
康
と
福
祉

ご
よ
み
」
で
確
認
を
。
ど
の
会
場

で
も
接
種
で
き
ま
す
が
、
各
会
場

と
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間
（
春
期
）　

４
月
９

日
〜
６
月
30
日

乳
幼
児
の
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
場
所
は
弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
各
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
を
除
く
）
で
、
料
金
は

無
料
で
す
。

　

な
お
、
発
熱
な
ど
体
調
不
良
の

場
合
は
、
次
回
に
受
診
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
４
か
月
児
・
７
か
月
児
】

　

各
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
す
。
対
象
児
に
は
通
知
し
ま

す
。

【
１
歳
６
か
月
児
】

と　

き
＝
６
月
23
日
・
24
日　
　

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
20
年
12
月
生
ま
れ

【
３
歳
児
】

と　

き
＝
６
月
９
日
・
10
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時
半

対　

象
＝
平
成
18
年
11
月
生
ま
れ

【
１
歳
児
歯
科
】

と　

き
＝
６
月
16
日
・
17
日

受　

付
＝
午
後
０
時
半
〜
１
時

対　

象
＝
平
成
21
年
６
月
生
ま
れ

【
２
歳
児
歯
科
】

　

各
指
定
歯
科
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
す
。
対
象
児
（
平
成
19

年
12
月
生
ま
れ
）
に
は
通
知
し
ま

す
。

ベ 

ビ 

ー 

相 

談

▽
と　

き　

６
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
半

※
相
談
が
終
わ
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
内　

容　

育
児
相
談
／
身
長
・

体
重
測
定
／
歯
科
栄
養
士
ミ
ニ
講

話
（
午
後
１
時
半
〜
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
乳
児

（
１
歳
未
満
）
と
そ
の
家
族

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

６
月
７
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

離 

乳 

食 

教 

室

▽
と　

き　

６
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

▽
受　

付　

午
後
１
時
〜
１
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

　７月１日から、弘前大学医学部附属病院に高度救命救急センターが設

置される予定です。高度救命救急センターは、弘前地域で初めての救命

救急センターとして、24 時間 365 日、重症患者に対する救急医療を提
供するとともに、本県で唯一の高度救命救急センターとして、重症全身

熱傷や指肢切断などの高度な先進医療を要する患者を県内各地から受け

入れます。

　高度救命救急センターは原則として、病院や診療所などからの紹介患

者に対応する施設ですので、救急車を呼ぶような重病の場合以外で、夜

間・休日に急病になったときは、まず、夜間・休日に診療可能な医療機

関で受診してください。

　夜間・休日に診療可能な医療機関は、新聞の休日当番医情報や県ホー

ムページの救急医療情報で確認するか、弘前市

急患診療所（☎ 34・1131）または、弘前消防本
部救急病院案内（☎ 32・3999）へお問い合わせ
ください。

高度救命救急センターの設置について

大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

○
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）
＝
生
後
３
か

月
〜
７
歳
６
か
月
未
満
（
１
期
初

回
は
20
日
〜
56
日
間
隔
で
３
回
接

種
）

※
接
種
間
隔
か
ら
外
れ
る
と
有
料

に
な
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、

計
画
を
立
て
て
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
＝
11
歳
〜
13
歳
未
満

※
三
種
混
合
予
防
接
種
の
初
回
と

追
加
を
終
了
し
た
児
童
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
児
童
は
早
め
に
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＝
生
後
３
か
月
〜
６
か

月
未
満

※
接
種
間
隔
が
短
い
の
で
、
３
か

月
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
本
脳
炎
】

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し

た
が
、
１
期
の
標
準
的
な
接
種
期

間
に
当
た
る
人
（
３
歳
〜
４
歳
未

満
）
は
、
接
種
を
再
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
対
象
に
当
た
る

３
歳
の
人
は
、
初
回
接
種
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
（
１
期
初
回
は
６
日

〜
28
日
の
間
隔
で
２
回
接
種
）。

【
広
域
予
防
接
種
】

　

定
期
予
防
接
種
を
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
接
種
で
き
な
い
場
合
は
、
県
内

他
市
町
村
で
も
接
種
す
る
こ
と
が

ー▽
内　

容　

離
乳
食
グ
ル
ー
プ
レ

ッ
ス
ン
／
ミ
ニ
講
話
（
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
歯
み

が
き
）
／
身
長
・
体
重
測
定
／
育

児
相
談

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
平
成
22

年
１
月
生
ま
れ

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

６
月
14
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科
健
康
診
査

▽
と　

き　

６
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
０
時
半
〜
３
時

▽
受　

付　

正
午
〜
午
後
０
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー▽
内　

容　

妊
婦
歯
科
健
診
／
講

話
／
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
／
パ
パ

マ
マ
教
室（
マ
マ
の
食
生
活
展
示
、

パ
パ
と
マ
マ
の
育
児
体
験
、
赤
ち

ゃ
ん
の
お
風
呂
実
演
、
ビ
デ
オ
シ

ア
タ
ー
な
ど
）
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
説
明

▽
対　

象　

市
内
在
住
で
開
催
日

現
在
妊
娠
12
週
〜
31
週
（
４
か
月

〜
８
か
月
）
の
人
と
そ
の
家
族
＝

40
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

▽
申
込
先　

６
月
７
日
か
ら
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）

華
麗
な
る
美
人
画
の
世
界

軽トラ軽トラ
夕市夕市

軽トラ

広　告広　告

納期限＝６月３０日
☆毎月第４日曜日は納税相談日です。
☆納税は便利で確実な口座振替のご利用を。

今月の市税などの納期今月の市税などの納期

市民税・県民税 第１期

華
麗
な
る
美
人
画
の
世
界

　

平
安
時
代
の
絵
巻
物
か
ら
江
戸

時
代
の
浮
世
絵
な
ど
に
お
い
て
、

女
性
美
は
日
本
美
術
の
大
き
な
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
明

治
時
代
に
は
、「
美
人
画
」
は
日

本
画
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

確
立
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
美
術
品
収
集
家
と

し
て
著
名
な
福
富
太
郎
さ
ん
の
所

蔵
品
の
中
か
ら
、
鏑
木
清
方
、
上

村
松
園
、
伊
東
深
水
ら
近
代
日
本

画
に
お
け
る
代
表
的
な
画
家
に
よ

る
名
作
70
点
を
展
示
し
ま
す
。
各

作
品
に
は
芝
居
や
伝
説
を
題
材
と

し
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
女
性
た
ち

の
姿
や
各
時
代
の
生
活
な
ど
が
描

か
れ
、
時
代
を
超
え
て
も
な
お
生

き
続
け
る
女
性
た
ち
の
美
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

６
月
12
日
〜
７
月

19
日

▽
観
覧
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

市
立
博
物
館
（
下
白

銀
町
）

▽
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
＝
８

０
０
円
（
６
０
０
円
）
／
中
学
・

高
校
生
＝
４
０
０
円（
３
０
０
円
）

／
小
学
生
以
下
＝
無
料

※
（　

）
内
は
、
前
売
り
お
よ
び

20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

※
本
展
は
東
奥
日
報
社
主
催
事
業

の
た
め
、
市
立
博
物
館
主
催
の
特

別
企
画
展
と
は
料
金
体
系
が
異
な

り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
市
民
、
市

内
の
中
学
生
や
障
害
者
、
外
国
人

留
学
生
の
無
料
入
館
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

東
奥
日
報
社

読
者
事
業
局
事
業
部
（
☎
青
森

017
・
739
・
１
１
１
１
）

時女
性

ー治本確
立本

し蔵

福富太郎コレクション福富太郎コレクション福富太郎コレクション

産直マルシェ事業

夕市
dededededeで

　市では、地産地消を推進するため、「産直マルシェ事業～

軽トラ de 夕市～」を開催します。

　軽トラックを利用して、市内の農家が心を込めて生産した

新鮮な農産物などを販売しますので、ぜひおいでください。

▽と　き　６月８日（火）、午後４時～５時

※品物が無くなり次第終了します。

▽ところ　土手町分庁舎敷地内（土手町、市立病院向かい、

旧第一大成小学校グラウンド）

▽内　容　新鮮野菜（トマト・ほうれん草・カリフラワー・

インゲンなど）、りんごジュース、漬け物などの加工品の対面

販売

▽その他　７月６日（火）・９月７日（火）にも、旬な品ぞ

ろえで開催します。

▽問い合わせ先　農政課（☎ 82・1635）
※ご来場の際は、マイバッグなどを持参してください。

広

鏑
木
清
方
「
祭
さ
じ
き
」

〜
清
方
・
深
水
・
松
園
ら
巨
匠
の
系
譜
〜


